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ソフトウェア使用許諾（EULA）

本使用許諾書（以下本規約書といいます）は、Plurality（以下本製品
といいます）をインストールし利用出来るライセンスをお客様に付与
する為の条項を記載しています。本規約書に記載され条項を慎重に
お読み下さい。
本製品と本製品に付属するサウンドとソフトウェアの所有権は移
譲することは出来ません。製品の転売とコピーをすることも出来ま
せん。

ライセンスと保護 

1. ライセンス許諾

UVI は次の条件でお客様に製品のオーソライズコピー毎に、非排他
的、譲渡不能のライセンスを付与します。

本製品はUVIの資産であり、お客様はミュージカルパフォーマンス
（以下「演奏」といいます）、ライブまたはレコーディングなどの一部

分として使用することのみがライセンス付与されます。このライセン
スは再販売もしくは配布利用の為に本製品を使用することを禁じ
ます。その範囲は、他のディスクやデバイスに収録、再フォーマット、
ミックス、混合、フィルター、再合成に及びます。サウンド、マルチサ
ウンド、サンプル、マルチサンプル、ウェーブテーブルに組み込み為の
編集行為、サンプラーやマイクロチップなどソフトウェア、ハードウェ
アを問わず、全てのサンプル再生装置の為のプログラムやパッチ編
集も禁止事項に含まれます。

本製品を使用して他者が可能のサンプリングまたはサンプル再生デ
バイスを販売あるいは配布することは出来ません。ライセンス違反
が認められた時点で、本契約は終了します。その場合、コピーを含
め、全てのUVIソフトウェアとドキュメントを速やかにUVIに返還しな
ければなりません。

UVI の保有する全ての権利は本書で明示していません。 

2. ソフトウェアの保護

お客様は、本製品にコピープロテクションが使用されていること、本
製品を利用するにあたってコピープロテクションに関する操作を行
うことに同意するものとします。

お客様は、UVI によって実装されたコピープロテクション技術の回
避、改造あるいは変更を加えないことにも同意するものとします。

3. 所有権

本製品の所有権、デジタル記録された音は、（いかなるコピーも）
UVIによって保持されます。本ライセンスは本製品の使用許可によ
り、そのコピーをお客様に付与します。本ライセンスのみがお客様に
よって購入されたものです。

4. 契約期限

この契約期限は、本製品のパッケージの開封あるいは使用を開始
し、終了するまで有効です。お客様がこの期限条件内に何かを破棄
した場合、この契約は終了します。終了に際して、UVI に本製品のコ
ピーおよび関連書類をすべて破壊し返却することで合意します。

5. 規制

本契約許可される場合を除き、本製品および関連書類は販売、リー
ス、賃貸、ライセンス許可、配布、転送、複製、再プロデュース、公開、
改造もしくはタイムシェアを禁じています。

*本規約書を解釈するにあたっては、英語版を使用します。
©2019 UVI. All rights reserved.
全ての登録商標はその権利帰属者の所有物です。
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105のマスターデザインプリセットを追加するFALCONエクスパンション
Simon Stockhausenの類稀なる情熱と才能が注がれた Pluralityは、Ether Fieldsに続くFalcon専用のシ
ネマティックサウンドコレクションです。世界屈指のサウンドデザイナーによるPluralityは、奥深いアトモス
フィアパッド、濃密なアンビエントサウンドスケープ、ハウンティングストリングス、フルート、メロディック
パーカッション、豊かなエレクトロニックアルペジオ、キーボードなど職人の手による105の音色が用意さ
れています。作品に深みや幻想的な雰囲気、躍動感をもたらします。

Pluralityに含まれるすべての音色は表情豊かで、演奏することも可能です。特別なパラメーターとマクロ
コントロールによって、ダイナミックなパフォーマンスから細かなサウンドの調整まで、思いのままに操る
ことが可能です。エンベロープやフィルターからエフェクトまで簡単操作をサポートするマクロコントロー
ルが音色1つ1つに適したものが用意されています。

FALCON専用
PluralityはFalconのソフトウェアアーキテクチャーを駆使した専用の拡張パックです。16のオシレーター、
90を超えるエフェクト、そして直観的かつ扱いやすいユーザーインターフェイスにより、さらなるインストゥ
ルメントデザインを可能にします。すべてのプリセットにはマクロコントロールを含むプログラミングが施
され、これを基にユーザーが自由かつ素早くキーとなるパラメーターにアクセスすることができます。また
これらのコントロールは、MIDI、OSC、ホストオートメーションで操作することも可能です。簡単なカスタマ
イズで演奏や作業スタイルにマッチしたカスタマイズも即座にできます。

このFalconエクスパンションパックによって、さらなるレベルのサウンドを体験できます。

（Falconライセンスが必要です。UVI Workstationは非対応となります。）

イントロダクション

最低システム条件
• Falcon 2.0 以降
• 1.3GB 以上の空きディスク容量

インストールに関する詳しい情報はサウンドバンクインストールガイドをご覧ください。

http://www.uvi.net/installing_uvi_soundbanks_jp.pdf


操作画面
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インフォメーション

操作画面 » MAIN » INFO（インフォ）

MACROS - マクロ
FalconのFactory Contentと同様、Pluralityのプログラムにもマクロ
が割り当てられています。それに加え、より扱いやすいようにFalcon
のスクリプト機能によってデザインされた専用の画面にマクロが紐
づけられています。これらのパラメーターは、右クリックで、ホスト
オートメーションやMIDI CC、OSCに割当てたり、スクリプトを駆使
して独自のパネル作成が可能です。

画面上のScriptボタンをクリックすると、表示がスクリプトからノ
ブまたはスイッチが並んだマクロ表示になります。マクロは、演奏
時によく使用するパラメーターをまとめたプログラムのフロント
パネルとして扱う際に便利です。

マクロの配置は変更可能です。画面左上のEDIT（スパナアイ
コン） ボタンのクリックで、エディットモードに切替ります。この
モードでは、ドラッグ操作による配置、背景画像の追加、ダブルク
リックによるパラメーターの名称変更、右クリックの編集コマンド
アクセスがおこなえます。マクロに関する詳細はFalconのソフト
ウェアマニュアルをご覧ください。 

プログラム情報
画面右上の（i）ボタンで、プログラムに関する情報を表示します。
多くのファクトリープリセットにはプログラムの解説や演奏時の
ヒントなど（英文）が含まれています。例えば、オルガンの音色で、
モジュレーションホイールにレスリースピーカーのロータース
ピードコントロールが割当てられている場合、ここに記載されま
す。また、ご自身のメモなどをここに加えることも可能です。

キーボード
インフォタブの下端にはバーチャルキーボードが用意されていま
す。画面上の鍵盤クリックすることで音色の試聴ができます。発音範
囲の鍵盤はハイライト表示され、発音しない鍵盤はグレーアウト表
示されます。レイヤールールのキースイッチが設定されている場合、
その鍵盤はブルー表示します。

1

2

2

インフォタブは、選択されたプログラムの
概要を表示します。プログラムで設定さ
れているマクロコントロールの操作もここ
でおこないます。また、（i）ボタンのクリック
で、カスタムテキストや画像を表示します。

1

https://s3.amazonaws.com/uvi/UVIFC/falcon_manual_jp_PRINT.pdf
https://s3.amazonaws.com/uvi/UVIFC/falcon_manual_jp_PRINT.pdf
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エディット

音色プリセットのレイヤー
Falconの音色プリセット（パッチやプログラムともいいます）は固定さ
れた階層レイヤーで構成され、様々な部分を展開または格納表示する
ことができます。音色の最上層部はプログラム（Program）と呼ばれ、1
つ以上のレイヤー（Layer）で構成されます。さらにレイヤーは1つ以上
のキーグループ（Keygroup）と呼ばれる下層レイヤーで構成されます。
キーグループはさらに1つ以上のオシレーターで構成されます。つま
り最もシンプルなプログラムは1つのレイヤー、1つのキーグループ、そ
して1つのオシレーターによって構成されます。オシレーターはキーグ
ループ内のマッピングエディター（Mapping Editor）でMIDIノートやベ
ロシティの範囲が定められます。そしてオーディオエフェクトやMIDIエ
フェクト、およびエンベロープジェネレーターやLFOなどのモジュレー
ターは、どの階層でも自由に加えることが可能で、その数は、レイヤー、
キーグループ、オシレーター、マッピングエディターの数と同様、制限は
ありません。このことで、より魅力ある複雑なサウンドを効率良く創造す
ることができます。そしてこの構造を理解し、把握することで目的のサ
ウンドを構築したり、素早く音色を磨き上げることが可能になります。

PROGRAM - プログラムエディター
音色プリセットの最上層で、サウンド全体に関するパラメーターを操作
します。音色全体の音量やパン、発音数、オクターブヤトランスポーズな
どを設定します。また音色全体を仕上げるためのオーディオやMIDIエ
フェクトもここに追加します。

LAYER - レイヤーエディター
プログラムに含まれるレイヤーに関するパラメーター操作をします。ベ
ロシティカーブや発音のポリモード、ユニゾンなどの設定をおこないま
す。これらの設定はレイヤーに含まれるキーグループのみに適用され
ます。また特定のレイヤーの音色を決定づけるオーディオやMIDIエフェ
クトを追加することもできます。プログラム内に複数のレイヤーが含ま
れている場合、LAYER(S) ヘッダーの右横の表示で選択されているエ
ディット対象のレイヤー名が表示されます。複数のレイヤーを選択した
場合、共通のパラメーターのみにアクセスして、一括設定することが可
能です。この際、LAYER(S) ヘッダーの右横の表示はレイヤー名のかわ
りにMULTIPLE SELECTIONと表示されます。

操作画面 » MAIN » EDIT（エディット）

1

2

1

2

マクロ以外のパラメーターの操作やマク
ロの細かな設定を行う場合、EDITタブを表
示します。ここでは、音色に関するすべての
コンポーネントを階層表示し、エディット
することが可能です。
各コンポ ーネントの 詳 細 につ いては 、
Falconのソフトウェアマニュアルをご参照
ください。

https://s3.amazonaws.com/uvi/UVIFC/falcon_manual_jp.pdf
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エディット

KEYGROUP - キーグループエディター
キーグループは音色のソース（発音源）を扱う最下層になります。
Falconに入力されたMIDIノート情報は直接この階層に送られ、キー
グループ内に設定されたオシレーターをトリガーします。キーグルー
プはお好みの数だけオシレーターを追加することが可能で、その種類
や組み合わせも自由です。ここでは主にトリガーモードなど、オシレー
ターボイスに関する設定をします。ここでもプログラムやレイヤーと同
様、オーディオやMIDIエフェクトを追加することが可能です。エフェクト
効果はボイス毎に適用されますので、分離に優れた素晴らしい結果や
エンベロープと連動したダイナミックな動きをもたらします。ただし上
位の階層よりもCPU消費を必要としますので、ご注意ください。

キーグループはレイヤーと同様、レイヤーに複数のキーグループが含ま
れている場合、KEYGROUP(S) ヘッダーの右横の表示で選択されてい
るエディット対象のキーグループ名が表示されます。複数のキーグルー
プを選択した場合、共通のパラメーターのみにアクセスして、一括設定
することが可能です。この際、KEYGROUP(S) ヘッダーの右横の表示は
キーグループ名のかわりにMULTIPLE SELECTIONと表示されます。

MAPPING  - マッピングエディター
オシレーターをトリガーするMIDIノートとベロシティの範囲を設定し
ます。マッピングエディターはキーグループに最低でも1つ作られ、オシ
レーターと関連付けられます。その数とオシレーターとの関連付けに
制限はありません。つまり、1つのキーグループで複数のオシレーター
の範囲を決めることも、オシレーター毎にキーグループを設定すること
も可能で、マッピングエディター同士の範囲を重ねることもできます。例
えば、128のノートで127ベロシティ値毎にオシレーターを設定して、さ
らにそれを10層重ねる膨大な構造も不可能ではありません。

OSCILLATOR - オシレーターエディター
選択されたキーグループ内のオシレーターに関する操作をします。
オシレーターパラメーターは2層に分かれ、メインパートではピッチ
やトリガー時の挙動など、発音に関する設定をします。下層ではオシ
レーターの種類に関連して固有のパラメーターを表示します。サンプ
ルベースのオシレーターの場合は、波形エディターも合わせて表示さ
れます。複数のキーグループやマッピングエディターを選択した場合、
オシレーター名を表示するタブは<MULTIPLE>と表示され、オシレー
ターの種類が同一である場合のみ、パラメーターが表示されます。

操作画面 » MAIN » EDIT（エディット）

3

4

5

3

4

5
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エディット

MODULATION - モジュレーションエディター
ここでは、階層に関わらず、音色プログラムに含まれるエンベロープ
ジェネレーターやLFO、マクロなどすべてのモジュレーションソースに
アクセスし、パラメーターを表示します。また選択されたモジュールと
紐づけられた階層パラメーターに関する設定（深さや適用範囲）も合
わせて表示されます。予めプログラミングされたマクロコントロールの
詳細設定はここでおこないます。目的のモジュレーションのアクセスは、
この箇所からおこなうことも可能ですが、階層パラメーターのクリック
でも紐づけられたモジュールが表示されます。

モジュレーションが多数追加された音色を扱う際、階層のMODレーン
で、その階層に追加されているモジュレーションソースを確認し、エ
ディットすることも可能です。

操作画面 » MAIN » EDIT（エディット）

6

6



プリセットリスト
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プリセットリスト

PRESETS:

Flutes
 Aiolos Drones Split
 Clay Flute Chord Trill Split
 Clay Flute Grain Loop
 Clay Flute Lead Unison
 Clay Flute Pad RR4
 Clay Flute Pad XT
 Clay Flute Synced Tremolo
 Clay Flute Trills Granular Split
 Flute Phrases Granular Split Legato
 Flute Phrases Split
 Flutter Flutes
 Giant Flutes Split
 Spectral Shepherd Split
 Weeping Flute Pad
 

Glass Harp
 Frozen Glass
 Glass Ghosts
 Glass Harp Articulation Mix
 Glass Harp Granular Arp Maj7
 Glass Harp Major Cloud
 Glass Harp Meets Synth
 Glass Harp RR4
 Glass Mallet Loops High CPU
 Glass Mallet Loops Low CPU
 Glass Mallets FM
 Glass Meditation
 Glass Melancholy
 Glass Paradise
 Glissando Clouds
 Transparent Pulsation
 

Hybrid
 Bright Morning Split
 Evil Combs
 Granite
 Incense Harmonics
 SweepQuencer
 Table Drops
 

Pads
 Accordion Pad
 Flautato Warmth
 Hybrid Cello Pad
 Hypnotic Pad
 Mellow Chord
 Octaeder
 Pad Enlightment
 Penta Sunrise Split
 Synth Expression
 

Percussion
 Bowldrum Granular
 Grains Of Stone
 Granular Penta Tubes
 Litho Glass FM Mallet Mix
 Litho Quencer
 Lithophone Chromatic Tempered
 Lithophone Glissandos Split
 Lithophone Granular Glissandos
 Lithophone Loops High CPU
 Lithophone Loops Low CPU
 Lithophone Repetitions Granular
 Lithophone Repetitions Sampling
 Lithophone RR4 4Vel 9 Pitches
 Octave Tube Sequence Split
 Penta Tubes Granular Gliss Split
 Sky Bells
 

Soundscapes
 Blossom Chimes Split
 Glory Grains
 Lydian Lady
 Nepal Valley
 Purity Stream
 Pythagoras Descends
 StoneVerse
 Surreal Bamboo
 

String Instruments
 Beijing Morning
 Granular Strum Stick E-Bow
 Lyre E-Bow 01
 Lyre E-Bow 02
 Lyre E-Bow Darkness Split
 Lyre RR5 3VEL Art Switch
 Lyre Spider
 Lyre Synth
 Ostinato Zither
 Physical Stick
 Rotating Stick
 Twang String
 Zither Cosmos
 Zither Distinatos XT
 Zither Distinatos
 Zither E-Bow Scapes Split
 Zither Meets PM
 Zither Resonances
 Zither Sad Seq
 Zither Synth
 Zither Unison
 

Wavetable
 Crystal Synth
 Formantia
 Frank Machine
 Glass Mandala
 Glistener
 Lyre Stab Synth
 Lyre Table
 Metropolis
 Rampage
 Spectral Organ
 Stone Table
 Submerger
 Sweeper Drones Split
 Table Koto
 World Clock
 Zither Stab
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リンク

UVI
ホームページ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .uvi.net

UVI Portal . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .uvi.net/uvi-portal

登録済み製品の確認とダウンロード. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .uvi.net/my-products

サポートページ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .support.uvi.net

チュートリアルとデモビデオ .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .youtube.com

サポートへのお問合せ  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .uvi.net/contact-support

FALCONの拡張
UVIscript  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .http://www.uvi.net/uviscript

Lua . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .http://www.lua.org/docs.html

OSC  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .http://opensoundcontrol.org

Scala .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .http://www.huygens-fokker.org/scala

ILOK
ホームページ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ilok.com

iLokLicenseManager . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ilok.com/ilm.html

FAQ（よくあるご質問とその回答）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .ilok.com/supportfaq

*FALCONの拡張情報、UVI PortalとiLok.comのサービスは全て英語のみとなります。

リンク

https://www.uvi.net
https://www.uvi.net/uvi-portal
https://www.uvi.net/jp/my-products
https://support.uvi.net/hc/ja
http://www.youtube.com/user/UVIofficial
https://www.uvi.net/jp/contact-support
https://www.uvi.net/uviscript
http://www.lua.org/docs.html
http://opensoundcontrol.org
http://www.huygens-fokker.org/scala
http://www.ilok.com/
https://www.ilok.com/#!license-manager
https://www.ilok.com/#!support
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